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社内報

3月は、多くのお客様にとって期末を迎える重要な節目の月であり、当社にとっても半期の締めくくりのタイミングとなります。

この時期は物量の増加や納期の集中により、現場の負荷が高まりやすく、普段以上に正確性と安全性が求められます。

直近では、大型トラックが関係するトンネル内での重大事故が報道されており、ひとたび事故が発生すれば、社会に与える影響の大きさを改め

て認識させられる出来事となりました。運送業に携わる私たちにとって、安全はすべてに優先する最重要事項です。

忙しい時期であっても、「急ぎ」や「慣れ」による判断のブレが事故につながることを、今一度強く意識する必要があります。

また、中東地域をはじめとした国際情勢の緊張の高まりにより、原油価格の変動リスクも意識せざるを得ない状況にあります。燃料費や車両関

連コストへの影響も含め、当社を取り巻く環境は、国内外のさまざまな要因によって大きく左右される時代となっています。

こうした中で当社としては、単にコスト上昇を受け入れるのではなく、日々の業務の見直しや生産性の向上を通じて、持続可能な体制を構築し

ていくことが重要です。

 一人ひとりの業務の積み重ねが、会社全体の競争力に直結します。

半期の締めくくりとして、今一度「安全・品質・効率」を見直し、次の半期につながる確実な一歩を積み上げていきましょう。
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車格 台数 平均燃費実績

1t 7 7.4km/l

2t 5 6.6km/l

3t 4 6.7km/l

4t 12 6.0km/l

8t 2 5.1km/l

15t 1 4.5km/l

エ コ ド ラ イ ブ 実 践 の お 願 い

エコドライブ実践ポイント

急発進・急ブレーキの回避


アイドリングストップの徹底


適切なギアチェンジ

 エアコンの効率的な使用

タイヤの空気圧管理


不要な荷物の整理


定期的な車両点検

 こまめな休憩と水分補給

本 社 か ら の お 知 ら せ

■社会保険料率の変更について（2026年3月分より）

 2026年3月分（※翌月徴収の方は4月支給給与）より、保険料率が以下のとおり変更となります。

・健康保険料率：10.24％ → 10.13％（引き下げ）

 ・介護保険料率：1.59％ →
1.62％（引き上げ）

■子ども・子育て支援金制度の開始について（2026年4月分より）

 2026年4月分より、「子ども・子育て支援金」が開始されます。

・料率：0.23％（健康保険料に含まれます）

なお、保険料率の引き下げとあわせた制度のため、

 全体としては大きな負担増とならない設計となっています。
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